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であり，錯体化学および合成化学的にも興味深い ß- ジケトンとし 2-ジケトンジオキシムにつ
いて研究を行ない次の三項目につきみるべき成果を得た。












引性が強いほど安定性が低下する乙とをポーラログラムと 1 R スペクトノレとから明らかにし
Tこ。
3) 構造異性体 (α， ß および r) の混合物として存在する場合が多く，従来混合物のままで分析
用試薬として使用されているし 2 ージケトンジオキシム類について，異性体の存在割合を簡




いジメチルスノレホキシドやヘキサメチノレホスホラストリアミドを用い， NMR スペクト Jレの測
定により異性体の同時定量が簡単に行ないうる乙とを認めた。
論文の審査結果の要旨










これらの ß- ジケトンおよび 1 ， 2-ジケトンジオキシム類は金属分析に利用されるばかりでな
く，金属キレート触媒として有機合成化学工業にも広く利用されており，その化学構造と諸物性
の関係の追求によって得られた成果は今後の工業的応用に対しても多くの示唆を与えるものと考
えられる。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
